
  

平成22年度ウルメイワシ太平洋系群の資源評価 

 
責任担当水研：中央水産研究所（阪地英男、梨田一也） 
参 画 機 関：三重県水産研究所、和歌山県農林水産総合技術センター水産試験場、徳島 

県立農林水産総合技術支援センター水産研究所、高知県水産試験場、愛媛

県農林水産研究センター水産研究センター、愛媛県農林水産研究センター

水産研究センター栽培資源研究所、大分県農林水産研究指導センター水産

研究部、宮崎県水産試験場 
 

要       約 
 産卵量調査結果に基づき、本資源の水準は中位で、動向は減少と判断した。産卵量は、2
004～2007年産卵期（前年9月～8月）の間増加して138兆粒に達したが、2008年においては

2007年の50%の69兆粒に減少した。2009年にはやや増加して87兆粒となったものの、201
0年も2009年と同程度となる見込みである。漁獲量は2004～2007年の間増加して3万2千ト

ンに達したが、2008年は2万トンに減少した。2009年では2万9千トンと再び増加した。20
10年では、上半期の漁獲状況から年全体として2009年より大幅に減少することが予想され

る。水準・動向が中位・減少にある本資源の管理目標としては、現状の漁獲量を減少させ

資源の維持を図ることと考え、ABC算定にあたっては「平成22年度ABC算定のための基本

規則」の2-1）を用い、ABClimitは現状（2009年）の漁獲量×係数0.82とした。この係数は、

資源量の指標値である産卵量の最近5年間の回帰式から求めた変化率とした。ABCtargetは、

ABClimit×安全率0.8（標準値）とした。 
 
    2011 年 ABC      資源管理基準   F 値   漁獲割合 
 ABClimit   24 千トン  0.82 Cave3-yr    －     － 
 ABCtarget   19 千トン   0.8・0.82 Cave3-yr  －     － 
千トン未満を四捨五入。 
 

年 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F 値 漁獲割合 
2008 ― 20 ― ― 
2009 ― 29 ― ― 
2010 ― ― ― ― 

 
水準：中位   動向：減少 
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 本件資源評価に使用したデータセットは以下の通り 
データセット     基礎情報、関係調査等 
漁獲量 漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省） 

主要港水揚げ量（宮崎〜三重の7県） 
体長組成調査（鹿児島〜三重の8県） 

資源量指数 
・産卵量 

卵稚仔調査（水研セ、鹿児島〜青森の18都県） 
・ノルパックネット定線調査 

 
1. まえがき 
 1992年以降、宮崎県～三重県の漁獲量は1万～3万トン台で推移しており、マイワシ、カ

タクチイワシに比較して資源水準、漁獲量とも安定している。成長、1尾当たりの産卵数な

どの生物特性に未解明の点が多い。 
 
2. 生態 
（1）分布・回遊（図1） 
 回遊範囲はマイワシ、カタクチイワシよりも狭い。卵と成魚の分布域はほぼ一致し、土

佐湾とその周辺海域は産卵量が多いので主分布域と考えられる。 
 
（2）年齢・成長 
 寿命は2歳前後（真田ほか 1994、1996、図2）。月別の体長別漁獲尾数を見ると、春季

に0歳魚が出現し、前年生まれの1歳魚とともに分布する。夏季に1歳魚はほぼ姿を消し、冬

季まで単一年級群となる（図3）。 
 
（3）成熟・産卵 
 9か月で一部、12か月で全て成熟する（図4）。産卵期は10～7月で、盛期は2～7月と11
～12月の年が多い。産卵場は沿岸域で特に土佐湾が多い（図5）。シラスの出現盛期は11
～6月。 
 
（4）被捕食関係 
 動物プランクトン等を捕食する。中大型浮魚等に捕食される。 
 
3. 漁業の状況 
（1）漁業の概要 
 主に旋網、定置網により漁獲される。和歌山県では棒受網でも、また、高知県では多鈎

釣りでも漁獲する。シラス（稚魚）期は船曳網で漁獲される。外国船による漁獲はない。 
 
（2）漁獲量の推移 
 宮崎県～三重県の合計の漁獲量は1991年までは低水準であったが、1992年に急増し、19
93年から1998年まで1万8千～2万6千トンと高水準であった。1999年から2005年までは1万
トン台で推移したが、2006年は2万2千トン、2007年は3万2千トンと増加した（図6、表1）。
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2008年については、漁業・養殖業生産統計では2万8千トンであったのに対し、各県機関集

計による主要港水揚量では1万6千トンであり、両者の間には1万2千トン以上の差があった。

このため、2000～2007年および2009年の漁業養殖業生産統計と主要港水揚げ量の比率の平

均値（1.25）を2008年の主要港水揚量に乗じ、2008年の漁獲量を2万トンと推定した。 
 ウルメイワシ太平洋系群の主要港水揚量において、年の前半（1-6月）と後半（7-12月）

の間に強い相関が認められる（図7）。平成21年度資源評価では、2009年の漁獲量は1～6
月の主要港水揚量が約9千トンであったことから、年間漁獲量は2007年（3万2千トン）に次

ぐ水準まで回復すると見込んだ。実際、2009年漁獲量は2万9千トンと、2007年に次ぐ値と

なった。2010年1-6月における主要港水揚量は2.7千トンであったことから、年全体では6.7
千トンとなると予想された。さらにこれから推定される系群全体の2010年漁獲量は8.4千ト

ンとなり、2009年より大きく減少することが予想される。 
 
4. 資源の状態 
（1）資源評価の方法 
 産卵量および漁獲量の推移により資源の水準と動向を判断した。産卵量として、各県水

産試験研究機関と水産研究所による改良型ノルパックネットの鉛直曳採集結果に基づき、

中央水産研究所がとりまとめた月毎の産卵量のデータ（中央水産研究所 2010）を用いた。

なお、1尾当たりの産卵量や産卵回数などの知見がないため、親魚量は不明である。ウルメ

イワシの産卵期は10月頃始まり翌年の7月頃まで続くことから（中央水産研究所 2010）、

各年級に対する産卵量として前年9月～当年8月の集計値を用いた（2009年級に対する産卵

期は2008年9月～2009年8月、2010年は推定値）。主産卵海域である土佐湾を含む日向灘～

潮岬沖における産卵量の経年変動を図8に示した。漁獲量として漁業・養殖業生産統計を用

いたが、前述の理由から2008年については主要港水揚げ量から推定して2万トンとした。ま

た、2010年の漁獲量は、図7に示した年前半と後半の関係を用いて予想した。 
 
（2）資源量指標値の推移 
 2004年産卵期から2007年産卵期まで産卵量の増加傾向が続き、2007年産卵期にはピーク

の138兆粒となった。2008年産卵期には69兆粒に減少したが、2009年産卵期にはやや増加

して87兆粒となった。2010年産卵期には2009年産卵期と同程度の87兆粒となる見込みであ

る。最近5年間（2006〜2010年）の産卵量は減少傾向を示している。この傾向が今後も続

くと仮定すると、回帰式（y=-7.707x+119.34）から2011年の産卵量は72兆粒と推定された

（図8、表2）。2006年以降の漁獲量は高い水準にあったが、2010年には大きく減少するこ

とが予想される。 
 
（3）資源の水準・動向 
 2009年度資源評価においては、2009年度の産卵量が1986年以降で6番目の水準にあった

こと、および高い漁獲量水準が続いていたことから、資源の水準と動向を高位横ばいと判

断した。 
 2010年度の産卵量は2009年度とほぼ同様であったが、1978年以降の産卵量の水準を高

位・中位・低位に三分割すると、2010年度は中位にあると考えられた。また、最近5年間の
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産卵量は減少傾向にあると判断した。さらに、2010年の漁獲量は高い水準にあった2009年
から大きく減少すると予想された。以上から、資源水準は「中位」、動向は「減少」と判

断した。 
 
5. 資源管理の方策 
 水準・動向が中位・減少にある本資源の管理目標としては、現状の漁獲量を減少させ、

資源の維持を図るべきであると考えた。 
 
6. 2011年ABCの算定 

（1）資源評価のまとめ 
 産卵量および漁獲量の推移から、本資源の水準は中位で、動向は減少と判断した。 
 
（2）ABCの算定 
 ABClimitの算定には「平成22年度ABC算定のための基本規則」の2-1）を用い、2009年
の漁獲量（2万9千トン）に係数（資源量の指標値である産卵量の変化率）を乗じた。 
 最近5年間の産卵量の推移の回帰式から求めた変化率は、2009年から2010年では0.91、2
010年から2011年では0.90となり、2009年から2011年では両者の積から0.82となった（表2）。
ABCtargetは、ABClimit×安全率0.8（標準値）とした。 
 

2011 年 ABC    資源管理基準    F 値   漁獲割合 
 ABClimit   24 千トン  0.82C2009     －     － 
 ABCtarget   19 千トン   0.8・0.82C2009   －     － 
千トン未満を四捨五入。 
 
（3）ABCの再評価 

 
評価対象年 

（当初・再評価） 
管理基準 

ABClimit
（千トン）

ABCtarget 
（千トン） 

漁獲量 
（千トン） 

 2009年（当初）  1.0Cave3-yr 24   19     
 2009年（2009年再評価）  1.0Cave3-yr 24   19     
 2009年（2010年再評価）  1.0Cave3-yr 24   19    29    
 2010年（当初）  1.0Cave3-yr 25   20     
 2010年（2010年再評価）  1.0Cave3-yr 24   20     

 
7. ABC以外の管理方策の提言 

 主分布域の土佐湾での漁獲は釣りによるものが大半で、漁獲圧は低いと考えられる。し

 昨年度評価以降追加されたデータセット  修正・更新された数値 
2008 年漁獲量確定値 2008 年漁獲量の確定 
2009 年度産卵量 2009 年 7・8 月産卵量 
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かし回遊範囲が狭いため、局所的に大きな漁獲圧がかかって資源が減少すると回復に時間

がかかる可能性がある。 

 
8. 引用文献 
真田康広・藤田正夫・石田実（1994）太平洋南部におけるウルメイワシの耳石日周輪に基

づく年齢と成長. 南西外海の資源・海洋研究（10）, 55. 
真田康広・藤田正夫・石田実（1996）太平洋南部におけるウルメイワシの耳石日周輪に基

づく年齢と成長. 平成2～4年度地域性浮魚資源管理方式開発調査報告書, 南西海区水産

研究所・三重県水産技術センター・和歌山県水産試験場・徳島県水産試験場・高知県水

産試験場・愛媛県水産試験場・大分県水産試験場・宮崎県水産試験場・鹿児島県水産試

験場, 54-58. 
中央水産研究所（2010 印刷中）平成22年度中央ブロック卵・稚仔プランクトン担当者協

議会研究報告（30）. 

ウルメイワシ太平洋系群-5-

-689-





  

 

 

 

 

図3．2008年1月～2009年12月におけるウルメイワシ太平洋系群（ここでは鹿児島県を含む）

の体長別推定漁獲尾数組成の推移（横軸：体長cm、縦軸：漁獲尾数 百万尾） 
 
 

 
図4．ウルメイワシ太平洋系群の月齢別成熟割合 
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